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登校日
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今日は本校の３年生が久しぶりに登校してくる「登校日」である。それぞれどんな自宅学習期間

を過ごしていたのだろうか。

私の知り合いのＴさんにはＹさんという娘さんがいる。Ｙさんは高校３年生である。県外の高校

に進学した。大学進学が決まり、２月から自宅学習期間に入ったため福島に戻ってきている。Ｙさ

んの学校の登校日は２月１４日（金）と２月２８日（金）となっており、梁川高校と同じである。

卒業式も３月１日（日）なので同じである。

Ｙさんは２月から早速、自動車学校に通い出した。２月末には自動車の運転免許を手にする予定

である。Ｔさんの家庭では娘であるＹさんが戻ってきたのはいいが、ある問題が発生した。夕食を

だれがつくるのかという問題である。Ｔさんの奥さんは毎晩帰ってくるのが遅い。そのためＴさん

はいつも一人で自分の夕食を準備している。毎晩寂しい孤食である。

それが２月からは夕食時に人が二人いる。果たしてどちらがつくるのか。交代制にするのか。と

りあえずＴさんは様子を見ることにした。すると娘のＹさんがアマゾンで書籍を購入した。『あな

たに代わって献立決めときました！毎日の晩ごはん BOOK』というタイトルだった。Ｔさんは、内
心しめしめと思いながらも何も言わずにいた。

父と娘の夕食１日目は、幸か不幸か２月３日（月）だった。恵方巻きの日である。二人で恵方巻

きを口に入れ黙って西南西を向いて食べた。翌２月４日（火）Ｔさんが帰宅すると、期待通り台所

にはＹさんの姿があった。Ｔさんはどんなメニューかと心待ちにしていた。購入した書籍には１日

目に確か「鮭の焼き漬け」があったはずである。口の中がだんだん鮭になってきていた。そして、

夕食が完成した。テーブルに運ばれてきたのは予想に反して「ぎょうざ」と「野菜炒め」だった。

「あれっ」Ｔさんは多少驚いた。「本は買ったけれど使わないことにしたのか」Ｙさんによると、

冷蔵庫にぎょうざがあったのでとりあえずそれにしたそうである。また、野菜炒めは今の自分でも

つくることができるものだったらしい。Ｔさんには「明日からはどうするんだ」という不安が残っ

たものの娘がつくってくれた夕食に舌鼓を打った。

２月５日（水）も娘のＹさんが台所に立った。出てきたのは「鮭の焼き漬け」だった。書籍に出

ている１日目のメニューである。続く２月６日（木）のメニューは「煮込みハンバーグ」だった。

これは２日目に出ているメニューである。どうやらＹさんは書籍に出ている順番で夕食をつくって

いくことにしたらしい。それまで孤食だったＴさんは、毎晩娘さんがつくる晩ごはんを口にするこ

とができるようになった。ただし、３月下旬までの期限付きなのだが。

娘さんが夕食をつくるようになっても、Ｔさんはそれまでと変わらず食器洗いとお風呂洗いは継

続していた。にもかかわらず、奥さんは食器洗いも娘のＹさんがやっていると思っていたらしい。

それを知ってＴさんは多少憤慨した。洗濯も娘のＹさんの担当となった。干す段になると、従来通

りＴさんも参加し、父と娘の共同作業となった。

娘のＹさんは、４月から始まる都会での一人暮らしに備えて夕食をつくることにしたのであろう。

それにプラスしてご両親への感謝の気持ちもあるにちがいない。県外の高校に行かせてもらったこ

とと首都圏の大学に行かせてもらうことへの感謝である。Ｙさんは母親の夕食も毎晩用意している。

Ｙさんの自宅学習期間は自動車学校と夕飯づくりが柱となっている。梁川高校の３年生も、今ま

ではあまりやっていなかった家族の食事づくりをしているのだろうか。家事のいくつかを分担して

貢献しているだろうか。Ｙさんも梁川高校の３年生も久しぶりの学校である。２週間できっと表情

も違ってきていると思う。


